
３月号

平成20年春季全国火災予防運動の一環として、
町内の各幼稚園・保育園で組織している幼年消防ク
ラブが、２月20日から３月６日にかけて町内５カ
所に「防火くい」を設置しました。
柳井地区広域消防組合の消防士と園児たちは、火
災予防の願いを込め、みんなで協力して「防火くい」
を立てました。

園児が「防火くい」を設置

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■医療保険が変わります（Ｐ２～３）

■特定健診・特定保健指導が始まります（Ｐ４）

■「平生ファン倶楽部」会員のご紹介を（Ｐ４～５）

■町長室の窓（Ｐ７）

■まちの話題（Ｐ８～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>
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４
月
か
ら

◇
75
歳
以
上
の
人
の
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
〜

広
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
75
歳
以
上
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
を
脱
退
し
、「
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運

営
す
る
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
こ
の
内
容
や
山
口
県
に
お
け
る
保
険
料
率
（
算
定
方
法
）
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護

保
険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
を
超
え
る
人
は
、
納
付
書
や
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴
収
）
と
な

り
ま
す
。

被
保
険
者
証

保
険
料
の
納
付
方
法

医
療
の
給
付

※
　
老
人
保
健
制
度
で
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
町
が
認
定
し
た
人
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
も
、
引
き
続
き
認
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
に
加
入

し
な
い
場
合
、
町
に
障
害
認
定
の
申
請
を
撤
回
す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
　
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
・
健
保
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
た
被
保
険
者
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
、

そ
の
被
扶
養
者
も
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す
る
た
め
、
保
険
の
給
付
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

74
歳
以
下
の
被
扶
養
者
は
、国
民
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
１
枚
ず
つ
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
医
療
機
関
へ
の
提
示
は
、
健
康
保
険
証
と

老
人
医
療
受
給
者
証
の
２
枚
が
必
要
で
し
た
が
、
４
月

か
ら
は
こ
の
被
保
険
者
証
１
枚
に
な
り
ま
す
。
３
月
下

旬
（
４
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
前
ま

で
）
に
、
配
達
記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

●
窓
口
負
担

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
負
担
は
、
今
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

負
担
割
合
は
１
割
で
す
。
た
だ
し
、
被

保
険
者
本
人
や
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
場
合
は

３
割
で
す
。
（
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が

医
療
保
険
が
変
わ
り
ま
す
！

被
保
険
者
（
対
象
と
な
る
人
）

●
75
歳
以
上
の
人
す
べ
て

（
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

を
除
く
）

●
65
〜
74
歳
で
、
一
定
の
障

害
が
あ
り
、
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
人

※
　
各
証
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
町
民
課
で
の
発
行
（
再
交

付
を
含
む
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
佐
賀
出
張
所
で
手
続
き

さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
連
絡
い
た
だ
く
か
郵
送
な
ど
で
の

交
付
と
な
り
ま
す
。

●
葬
祭
費
の
支
給

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
葬
祭

費
と
し
て
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
葬

祭
を
行
っ
た
人
の
申
請
が
必
要
で
す
。

１
人
の
場
合
は
、

収
入
が
３
８
３
万

円
未
満
の
人
、
２

人
以
上
い
る
場
合

は
、
収
入
の
合
計

が
５
２
０
万
円
未

満
の
人
は
、
申
請

に
よ
り
１
割
負
担

と
な
り
ま
す
。）
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保険料は、被保険者全員が均等に負担する均等割額と、所得に応じて負担する所得割額の合計

で、被保険者１人ひとりが負担します。

●保険料（均等割額）の軽減措置

保険料

※総所得金額とは、年金収入のみ（330万円以下）の被保険者の場合、年金収入額から、高齢者特別

控除額（15万円）と公的年金等控除額（120万円）を引いた金額です。

●制度加入直前に被用者保険の被扶養者だった人には、期間限定の軽減措置があります.

乳
幼
児
の
医
療
費
を
２
割
負
担
に
軽
減
す
る
対
象

年
齢
が
、
「
３
歳
未
満
」
か
ら
「
義
務
教
育
就
学

（
小
学
校
入
学
）
前
」
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
が

変
わ
り
ま
す

医
療
保
険
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
生
町
国

民
健
康
保
険
に
お
い
て
も
４
月
か
ら
一
部
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る

75
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、
退
職
者
医
療

制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
そ
の

対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変
わ
り
ま
す
。
65
歳
以
上

の
国
保
加
入
者
は
一
般
被
保
険
者
証
に
変
わ
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
人
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

３
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

ま
た
高
齢
受
給
者
証
も
、
退
職
か
ら
一
般
に
変
わ

る
人
、
広
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
窓
口

負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
人
な
ど
、
変
更
の
生

じ
る
人
に
つ
い
て
は
３
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の

自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す

65
歳
以
上
の
退
職
被
保
険
者
の

被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
の

送
付
に
つ
い
て■

問
合
せ
先

町
役
場
町
民
課

保
険
年
金
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

医療保険と介護保険のそれぞれの自己負担限度額を適用後に、両方の年
間の自己負担を合算して所得に応じて設定する限度額（年額）を超えた場
合は、その超えた部分が支給されます。

高額介護合算療養費が
創設されます

■
問
合
せ
先

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
　
Tel
０
８
３
（
９
２
１
）
７
１
１
０

町
役
場
町
民
課

保
険
年
金
班
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
３
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特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

よ
う
、
定
期
的
な
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
医
療
保
険
に
よ
る
健
診
の
実
施

こ
の
新
し
い
制
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
加
入
す
る
健
康
保
険
に
お
い

て
、
40
〜
74
歳
を
対
象
に
１
年
に

１
回
、
健
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、会
社
勤
め
な
ど
の
人
は
、

事
業
所
で
健
診
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
ち
ら
で
の
受
診
と
な
り

ま
す
。

●
こ
の
た
め
、
健
康
診
査
な
ど
が

変
わ
り
ま
す

医
療
保
険
に
よ
る
実
施
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
町
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
基

本
健
康
診
査
は
廃
止
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
が
ん
検
診
（
胃
・
大

腸
・
肺
・
子
宮
・
乳
）
、
結
核
検

診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
町
に
お
い
て
実
施
し

ま
す
。

●
保
健
指
導
を
受
け
て
生
活
習
慣

の
改
善
を

特
定
健
診
を
受
診
す
る
と
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
や
改
善
に
役
立
つ
情
報
提
供
や

ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
診
結
果
に
基
づ
い
て

階
層
化
さ
れ
、
生
活
習
慣
の
見
直

健
診
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す

■
問
合
せ
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

Tel
（
５
６
）
７
１
４
１

町
役
場
町
民
課

保
険
年
金
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

「
平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」

会
員
の
ご
紹
介
を
！

し
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
や
改
善
が
見
込
め
る
人

に
は
、保
健
師
や
栄
養
士
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
や
保
健
指
導
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
指
導
の
勧
め
が
あ
っ
た

人
は
、
生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防

ぎ
、
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に

も
、
積
極
的
に
保
健
指
導
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
は
、
ふ
る
さ
と
平
生
を
離
れ
て

暮
ら
す
方
や
、
平
生
に
縁
の
あ
る
方
を
会
員
と
し
、
町

の
情
報
を
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
方
か
ら
の

ご
提
言
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
12
年
８
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

（
２
月
１
日
現
在
、
県
内
84
名
・
県
外
１
３
７
名
の
方
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。）

こ
の
た
び
、
新
た
な
会
員
を
募
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
生
か
し
て

い
き
、
本
倶
楽
部
の
拡
充
、
ひ
い
て
は
町
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
本
倶
楽
部
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家

族
や
ご
親
戚
、
お
知
り
合
い
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
会
員
特
典

・
町
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
特
産
品
や
観
光
案
内

な
ど
、
ふ
る
さ
と
平
生
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
会
員
専
用
掲
示
板
（
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
年
会
費

１
２
０
０
円

●
紹
介
・
申
込
お
よ
び
問
合
せ
先

平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
事
務
局
（
町
役
場
企
画
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
２
０

電
子
メ
ー
ル

k
ik
ak
u
1
@
h
irao
.to
w
n
n
et.p
ref.y

am
ag
u
ch
i.jp

※

町
が
実
施
す
る
健
診
の
受
診

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

広
報
・
お
知
ら
せ
版
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
変

更
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
助
成
事
業

で
受
診
さ
れ
て
い
た
健
診
項
目
や

費
用
負
担
等
に
変
更
が
あ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
生
町
国
民
健
康
保
険
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
保
健
事
業
を

一
部
変
更
し
、特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

75
歳
以
上
の
人
は
、
山
口
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い

て
健
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
、
40
〜
74
歳
の
人
を

対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

保
険
者
が
実
施
す
る
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
」
が
は
じ
ま

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
」
の
該
当
者
や
予
備
群
を
健

●
健
康
生
活
は
定
期
的
な
健
診
か

ら高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
症
状
が

現
れ
に
く
く
知
ら
な
い
間
に
進
行

し
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
命

に
か
か
わ
る
重
大
な
病
気
や
複
数

の
病
気
を
併
発
す
る
な
ど
の
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
の
な
い
生

活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
か
ら
だ
の
異
常
に
早

い
段
階
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

診
に
よ
っ
て
発

見
し
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た

生
活
習
慣
改
善

の
指
導
や
支
援

を
行
う
も
の
で

す
。

40
歳
〜
74
歳
の
人
は
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●売り払い物件

町
有
地
を
先
着
順
で
売
り
払
い
ま
す

■
問
合
せ
先

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
総
務
課
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http

:/
/
w
w
w
.to
w
n
.hira

o
.lg
.jp
/

今
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
一
般
競
争
入
札
で
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
町
有
地
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
売
却
価
格
を
提
示
し
て
先
着
順
で
購
入
者
を
決
定
す
る
「
先
着
順
売
払
い
」
に
よ
る
購
入
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

町
有
地
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
以
下
の
記
載
事
項
に
基
づ
き
申
し
込
み
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

●
受
付
日
時

※

売
払
い
を
完
了
し
た
場
合
、
ま
た
は
事
情
に
よ
り
、
予
期
せ

ず
売
払
い
を
終
了
ま
た
は
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
広
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
し
ま
す
が
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

３
月
14
日
金
〜（
土
・
日
・
祝
祭
日
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

町
有
地
の
購
入
希
望
者
は
「
町
有
財
産
払
下
げ
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
署
名
押
印
の
上
、
納
税
証
明
書
を
添
え

て
町
役
場
総
務
課
へ
直
接
持
参
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
不
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
込
者
の
「
委
任
状
」

が
必
要
で
す
。

※
「
町
有
財
産
払
下
げ
申
請
書
」
な
ど
の
用
紙
は
平
生
町
役
場

総
務
課
に
置
い
て
い
ま
す
が
、「
平
生
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

平
生
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
・
・
・

■
問
合
せ
先

町
役
場
企
画
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
２
０

現
在
、
平
成
20
年
度
導
入
を
目
指
し
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
が
国
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
“
あ
な
た
の
心
の
ふ
る
さ
と
平

生
町
”
が
魅
力
あ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
こ
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
活
用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
が
わ
か
り
次
第
、
ご
寄
付
の
手
続
き

方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
節
に
は
、

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
は
、
応
援
し
た
い
と

思
う
自
治
体
へ
寄
付
を

し
た
場
合
、
そ
の
寄
付

金
相
当
額
が
、
今
お
住

ま
い
に
な
っ
て
い
る
自

治
体
の
住
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と

で
、
「
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
を
か
た
ち
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
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意識して伝え、継続していきたい食育
平生小学校

●食や健康について興味や関心をもち、命を感じる力

●自らの食や健康について考え、食べ物を選択する力

●安全や衛生に気をつけ、食事をする力

●食についての基礎的な知識

『川柳または一行詩』の受賞作品（受賞者）決定！

【受賞作品（受賞者）】（敬称略）

◆[学生の部]

○最優秀賞 これからは　おふくろの味だけでなく　おやじの味（木舩満帆）

○優秀賞 男子と女子　協力すれば　大きな力（藤本凌志）

それぞれの　ちがいを生かして　輝く未来（伊東宏真）

○優良賞 その勇気　さしだす力　広げよう（國本大介）

だれも一人じゃ生きていけない　助け合うから生きていける（三村智仁）

○佳　作 見えますか　あなたを支える思いやり（松元仁美）

ありがとう、あなたのやさしさ、受け取るよ（金村あすか）

日曜日 寝ぼうの母さん起こさない そんな父さんやさしいな。（國行知良）

◆[一般の部]

○最優秀賞 男の範囲と女の範囲、決めているのは誰？（山根智惠子）

○優秀賞 パパ育休　ママは仕事で共に輝き（田中加代子）

男女共同参画で　地域の絆を太く強く（はっぴぃ平生）

○優良賞 支え合い　共に笑って　家族の輪（藤井幸子）

家庭、仕事、地域でのベストミックスみつけよう（細田留美子）

○佳　作 支えあい　ときには大きな衝突も　家族は元気な４世代（藤山美代子）

『どうせ俺が先に死ぬ』自立できない逃げ口上（田中加代子）

「平生町『ひろげよう男
ひと

と女
ひと

』連絡協議会」と平生町の共催により、昨年の８月から11月にかけて、「男
ひと

と女
ひと

『川柳または一行詩』」を募集しました。

男女共同参画の意識啓発の一環と

して取り組んでいるこの事業も、今

年で３回目を数え、今回は、昨年を

大きく上回る２９２作品もの応募を

いただくことができました。ご応募

くださいましたみなさまに心からお

礼申しあげます。

審査の結果、受賞作品として特に

優れた次の作品（作者）に決定し、

３月２日日に開催された「平生町男

女共同参画フォーラム２００８」に

おいて表彰式を行いました。

※１　本会は、町内の各種団体の代表者

（団体会員）と男女共同参画社会の実現

を目指す男女（個人会員）から構成され、

本町における男女共同参画の推進に主体

的に取り組んでいます。

※２　男女共同参画社会とは、男女が性別

にかかわりなく、その人の個性と力を十

分発揮できる社会です。

※１

※２

男
ひ と

と女
ひ と

◆子どもへの食育を継続していきましょう
「食」は子どもの健やかなこころとからだの発達に欠かせないテーマです。乳児期から「食」の大切さ

を意識し、豊かな「食」の体験を積み重ねていくことで、子どもは生涯にわたって健康で楽しい生活を送
ることができます。毎日の生活の中で、子どもを見つめ、大切にしながら、学校・家庭・地域がお互い連
携をとりあって意識し、かかわり続けていくことが食育の第一歩であり、大人の役目です。

２年間の取組を通して、規則正しい食生活を送ろうとする態度や、給食の残食を少なくしようとする態
度、バランスのよい食事を自分の食生活に生かそうとする態度が、子どもにみられるようになりつつあり
ます。また、感謝の気持ちをもって食べること、よくかんで食べること、よい食べ方をすることは理解し、
実践できるようになってきました。

◆子どもに伝え、育てていきたい力
子どもが生涯にわたって健康で楽しい生活を送ることができるよ
うになるには、身に付けておかなければいけないものがたくさんあ
ります。その中の「食」に関するものについて、本校では、次の４
つのことを、伝え育てていく取組をしてきました。

※平生小学校は、食育などの活動が評価され「平成19年度健康教育推進学校優秀校」として全国表彰を受けました。

（まちの話題　９頁参照）
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国民年金保険料の納付が必要な人
で、経済的な理由により納付困難な
ときは、平成19年７月から平成20
年６月の間について免除申請ができ
ます。(30歳未満の人だけが利用で
きる若年者納付猶予制度や失業など
を理由に申請をする特例免除制度も
あります。)
また、学生の人は平成19年４月

から平成20年３月の間について学
生納付特例の申請ができます。
平成19年度分の免除を希望され

る場合は、遅延により申請ができな
くなる場合がありますので、至急、
手続きをお願いします。（平成20年
４月から平成21年３月の間の申請
は、４月より受け付けます。）
＊前年の所得により審査を行いますが、

免除の種類により審査方法が異なり

ます。

＊免除が承認された期間については、

10年以内であれば、さかのぼって保

険料を納めることもできます。

■問合せ先
町役場町民課保険年金班
Tel（５６）７１１３
徳山社会保険事務所
Tel０８３４（３１）２１５４

国民年金保険料の
免除申請はお済みですか？

♪
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や

…
。
春
を
待
ち
わ
び
る
思
い
と
明

る
い
旋
律
と
が
実
に
よ
く
調
和
し

た
『
早
春
賦
』
。
つ
い
口
ず
さ
み

た
く
な
る
昨
今
で
す
が
、
み
な
さ

ん
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
と
こ
ろ
の
“
冷
凍
ギ
ョ
ー

ザ
事
件
”
に
は
、
み
な
さ
ん
も
背

筋
が
寒
く
な
る
思
い
を
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。ス
ー
パ
ー
な
ど
で
、

中
国
産
品
離
れ
が
広
が
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
と
は
中
国

産
を
口
に
し
な
け
れ
ば
済
む
と
い

う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。目
下
、

国
に
お
い
て
も
諸
々
の
再
発
防
止

対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
食
」
の
安
全
確
保
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
件
は
、
改
め
て
わ
が
国

の
食
料
自
給
率
が
39
％
、
と
い
う

危
う
い
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。
か
つ
て
は
８
割
以
上
あ
っ

た
わ
が
国
の
自
給
率
。
そ
れ
が
、

今
や
私
た
ち
の
胃
袋
の
大
半
を
外

国
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
ま
さ
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

す
。他

の
先
進
諸
国
が
、
自
由
貿
易

協
定
を
叫
び
な
が
ら
も
、
重
要
な

農
産
物
は
例
外
扱
い
と
し
て
保
護

し
、
自
給
率
を
高
め
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
日
本
は
、

効
率
優
先
主
義
で
安
け
れ
ば
輸
入

す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
経
済
論
理

で
突
っ
走
っ
て
き
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
も
は
や
こ
の
論
理
が
通

用
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

世
界
の
人
口
は
増
加
の
一
途
を

辿
り
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
新

興
大
国
の
食
料
需
要
は
伸
び
続
け

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
異
常
気
象

に
よ
る
不
作
や
バ
イ
オ
燃
料
に
伴

う
穀
物
価
格
の
高
騰
な
ど
、
世
界

的
な
食
料
不
足
を
目
前
に
し
、
す

で
に
地
球
的
規
模
で
資
源
、
食
料

の
争
奪
競
争
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
「
食
」
の
安
全
で
安
定
的
な

確
保
こ
そ
、
わ
が
国
の
最
大
の

“
安
全
保
障
”
で
あ
り
、
農
（
漁
）

業
、
食
料
政
策
の
見
直
し
は
待
っ

た
な
し
、
な
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
私
た
ち

の
食
生
活
を
見
直
す
い
い
機
会
と

す
べ
き
で
す
。
こ
う
し
て
、
世
界

か
ら
食
材
を
か
き
集
め
な
が
ら
、

家
庭
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ホ
テ
ル
な
ど

か
ら
捨
て
ら
れ
る
食
品
廃
棄
物
は

な
ん
と
、
年
間
約
２
千
万
ﾄﾝ
。
日

本
で
生
産
さ
れ
る
お
米
の
実
に
２

年
分
以
上
の
量
で
す
。
こ
ん
な
こ

と
が
許
さ
れ
る
筈
も
な
く
、
長
続

き
す
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
物
は
、そ
の
土
地
の
気
候
、

風
土
、
文
化
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
顔
の
見
え
る
“
地
産
、

地
消
”
こ
そ
が
環
境
と
健
康
に
一

番
適
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
わ

が
国
の
伝
統
的
な
食
生
活
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
本
町
が
取
り
組
ん

で
き
た
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の

価
値
を
、
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「

食

」

の

安

全

消防署の名前が変更になります

4月1日から、消防署の組織改革
に伴い消防署の名前が次のようにな
ります。
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ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
１
１
０
番

町
で
は
、
不
審
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
町
立
保
育
園
と
中
央
児
童
館
の
計
４
カ
所
に

非
常
通
報
装
置
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯
型
子
機
の
非
常
ボ
タ

ン
を
押
す
と
県
警
本
部
の
通
信
司
令
室
に
直
接
つ

な
が
り
、
警
察
署
員
が
現
場
に
急
行
す
る
と
い
う

も
の
で
、
県
内
の
公
立
保
育
園
で
は
初
め
て
の
設

置
と
な
り
ま
す
。

平
生
保
育
園
で
は
２
月
15
日
、
園
内
に
不
審
者

が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
防
犯
訓
練「
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
１
１
０
番
」

が
警
察
署
と
連
携
し
て
行
わ
れ
、
保
育
士
か
ら
の

通
報
を
受
け
た
警
察
署
員
が
不
審
者
を
素
早
く
取

り
押
さ
え
る
な
ど
、
関
係
者
は
迅
速
な
対
応
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

指導力向上を目指して

１月26日、青少年の健全育成やスポーツ少

年団活動の活性化を図るため、平成19年度平

生町スポーツ少年団指導者・育成母集団研修会

が、中央公民館で開かれました。

研修会では、遠崎小学校（柳井市）の平原み

ゆき栄養教諭による「スポーツ活動と子どもの

食事について」と題した講演が行われ、参加者

は、今後の指導に役立てようと真剣な表情で学

んでいました。

も
ち
つ
き
慰
問
で

長
寿
を
祝
う

１
月
26
日
、
寿
海
苑
・
つ

つ
じ
苑
で
平
生
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
藤
本
幸
嗣
会
長
）

主
催
の
も
ち
つ
き
慰
問
が
行

わ
れ
、
山
田
町
長
や
子
ど
も

た
ち
、
平
生
警
察
署
員
ら
が

参
加
し
て
、
も
ち
つ
き
を
し

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ひ
ら
お
・
よ

さ
こ
い
ヤ
ッ
チ
ャ
レ
群
団
佐

賀
キ
ッ
ズ
も
登
場
し
て
元
気

な
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、

多
く
の
参
加
者
が
施
設
利
用

者
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

自分の運転適性は？
１月29日、平生警察署主催の「シニアいき

いき診断教室」が佐賀公民館で開かれ、参加さ

れた佐賀地区の高齢者のみなさんが運転適性検

査を受けました。

検査では、反応動作や注意力・集中力などが

診断され、参加者は、運転時に高齢者が注意す

べき点を学んでいました。

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ

平
生
町
歴
史
民
俗
資
料

館
で
１
月
27
日
、
歴
史
講

座
「
萩
藩
主
毛
利
家
一
門

大
野
毛
利
氏
の
あ
ゆ
み
」

が
行
わ
れ
、
約
90
人
が
聴

講
に
訪
れ
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
萩
博
物
館

の
樋
口
尚
樹
副
館
長
が
、

干
拓
や
塩
田
開
発
の
施
策

や
南
蛮
樋
の
設
置
な
ど
、

平
生
町
に
お
け
る
大
野
毛

利
氏
の
業
績
を
説
明
さ

れ
、
参
加
者
は
郷
土
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
ま
し

た
。



平成20年３月号　広報ひらお９

健
康
教
育
の
分
野
で
表
彰

平
生
小
学
校
が
、
第
40
回
山
口
県
学
校

保
健
研
究
大
会
（
１
月
17
日
／
県
庁
）
で

「
健
康
教
育
推
進
優
良
学
校
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
学

校
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
報
告
会
（
２
月
14

日
／
東
京
都
）
で
は
、
全
国
で
14
校
と
な

る
「
健
康
教
育
推
進
学
校
優
秀
校
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
25
日
、
合
頭

教
育
長
と
窓
原
校
長
が
町
役
場
を
訪
れ
、

受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
歯
と
口
の
健
康
つ
く
り
や

栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た
食
育
の
推
進
に

よ
り
、
児
童
が
日
々
の
生
活
の
中
で
、
そ

の
質
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

△左から山田町長、窓原校長、合頭教育長

１月31日、日本赤十字社山口県支部から、

また、２月27日には国際ソロプチミスト柳井

から町にＡＥＤ（自動体外式除細動器）が寄贈

されました。

ＡＥＤとは、心臓が正常に動かなくなった際

に、電気ショックを与えて正常に戻すための機

器で、寄贈していただいたＡＥＤは町役場本庁

や保健センター、町体育館、小・中学校に設置

いたしました。

ＡＥＤを寄贈

△日赤の職員（写真右）からAEDを
受け取る佐竹副町長（写真左）

「おにはそと！」

２月１日、町内の幼稚園・保育園で、節分の

豆まきが行われました。

佐賀保育園では、園児が合唱しているときに

突然、赤鬼と青鬼が現れてみんなびっくり。怖

くて泣いてしまう園児もいましたが、勇気を出

して豆を投げつけ、見事に鬼を退散させました。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の

み
な
さ
ん
と
山
田
町
長

般若寺の火祭り

２月15日、般若寺で柴燈護摩
さい と う ご ま

火祭りが行わ

れました。

町内外から訪れた多くの参拝者が見守る中、

境内に設置された護摩壇に火がつけられると、

白い煙とともに勢いよく燃え上がりました。そ

の灰の上を素足で歩く「火渡りの行」では、参

拝者の長い行列ができていました。

「
管
粥

く
だ
が
ゆ

」
で
１
年
を
占
う

古
く
か
ら
伝
わ
る
管
粥
が
、
２
月
23
日
に
木
村

こ

む

ら

の
地

蔵
尊
（
曽
根
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
セ
ン
チ
程
度
に
切
っ
た
竹
を
釜
に
入
れ
て
４
合
の

米
と
一
緒
に
炊
き
、
そ

の
竹
の
中
に
入
る
米
の

割
合
で
作
物
の
豊
凶
や

１
年
の
気
候
な
ど
66
項

目
を
占
い
ま
し
た
。
１

項
目
ず
つ
紙
に
記
さ
れ

た
占
い
の
結
果
は
地
蔵

尊
の
壁
に
掲
げ
ら
れ
、

地
域
の
人
が
作
物
を
育

て
る
際
の
目
安
と
し
て

確
認
に
来
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
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す
く
す
く
講
演
会

１
月
31
日
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
の
い
る
保
護
者
を
対
象
に
し

た
「
す
く
す
く
セ
ミ
ナ
ー
講
演

会
」
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
山
口
県
子
ど

も
会
連
合
会
専
門
委
員
で
前
平

生
小
学
校
校
長
の
住
田
旭
照
さ

ん
が
、
「
人
は
親
に
生
ま
れ
な

い
親
に
な
る
の
だ
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
得
意
の
手
品
を
交
え

な
が
ら
子
ど
も
へ
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２月15日、大野公民館運営協力委員会主催

の園芸教室が、同公民館で開かれました。

教室では、山野草の会「千草会」（田布施町）

の小田暁会長によるポット苗の植え替え方など

の講義が行われ、参加者は山野草の特徴を熱心

に学んでいました。

山野草について学ぶ

平生中で家庭教育学級

２月24日、平成19年度第３回家庭教育学級

が平生中学校で開かれました。

司会進行を生徒自身が行ったこの日の講演で

は、講師であるシンガーソングライターの武田

裕也さん（柳井市）の演奏や講話を、集まった

生徒や保護者らは熱心に聴き入っていました。

佐
賀
小
児
童
が

炭
焼
き
を
体
験

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し

て
、
佐
賀
小
学
校
６
年
生
21
人
が

大
星
ふ
れ
あ
い
窯
で
炭
焼
き
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
１
月
25
日
、
ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
ひ
ら
お
体
験
の
村
炭
焼
き
運
営

委
員
会
の
指
導
の
下
、
ま
き
割
り

に
挑
戦
し
た
り
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
間
伐
材
を
窯
の
中
に
運
び
入
れ

る
な
ど
、
「
窯
入
れ
」
の
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
20
日
後
の
２
月
15

日
、
出
来
上
が
っ
た
炭
を
運
び
出

す
「
窯
出
し
」
の
作
業
を
行
っ
た

児
童
は
、
窯
の
温
度
管
理
な
ど
良

い
炭
を
作
る
た
め
の
工
夫
や
苦
労

を
知
り
、
物
を
作
り
出
す
こ
と
の

大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。△｢窯入れ｣の作業をする児童

二
分
の
一
成
人
式

平
生
小
学
校
で
１
月
29
日
、

保
護
者
や
関
係
者
な
ど
約
１
５

０
人
が
見
守
る
中
、
10
歳
と
い

う
節
目
を
迎
え
る
４
年
生
児
童

１
０
３
人
の
「
二
分
の
一
成
人

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
児
童
が
将
来
の
夢

を
発
表
し
た
り
、
合
奏
な
ど
を

披
露
し
た
後
、
日
ご
ろ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
保
護
者
に
手
渡
し

ま
し
た
。
保
護
者
は
、
わ
が
子

の
成
長
し
た
姿
に
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

将
来
の
夢
を
発
表
す
る
児
童
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

２月24日、平成19年度平生町老人クラブ連

合会第９回カラオケ大会が、町老人福祉センタ

ーで行われました。

大会には、町内の各老人クラブから33人が

参加し、自慢の歌声をステージ上で存分に披露

しました。また、プログラムの合間には体操や

舞踏も演じられ、大会に華を添えました。

自慢の歌声を披露

＜少年柔道大会＞

＜ソフトバレーボール大会＞

２月17日、第31回平生町近郷少年柔道大会
が武道館で開かれました。
町内の入賞者は、次のとおりです。
◎個人戦
・男子１年の部　優勝　田中大登くん
・男子６年の部　２位　新田　剛くん
◎団体戦
・高学年の部　３位　平生柔道スポーツ少年団

２月24日、平成19年度平生町ソフトバレー
ボール大会が町体育館・武道館で開かれ、一般
17チーム、小学生４チームが参加しました。
大会の結果は、次のとおりです。
◎一般の部
・Ａブロック１位　冴えんず　緑
・Ｂブロック１位　冴えんず　青
・Ｃブロック１位　Ｊハーツ芋
・Ｄブロック１位　Ｍountain Ｄew
・Ｅブロック１位　ＭＮＲ232
◎小学生の部
・Ｆブロック１位　佐賀っ子５!!

△いきいき元気料理講習会
(１月24日／大野公民館） △親子料理教室

(２月16日／曽根公民館）
△親と子の料理教室
(２月17日／大野公民館）

△勤労青少年ホーム料理教室
（２月20日／保健センター）

料理教室のひとこま

安
全
指
導
の
力
を
養
う

△正しい乗り方を学ぶ平生中の生徒

平
生
警
察
署
管
内
の
中
学

校
・
高
等
学
校
で
自
転
車
の
安

全
指
導
を
行
う
生
徒
「
ス
ク
ー

ル
・
サ
イ
ク
ル
・
リ
ー
ダ
ー
」

が
、
２
月
21
日
、
田
布
施
農
業

高
等
学
校
で
行
わ
れ
た
平
生
警

察
署
主
催
の
実
技
講
習
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
用
意
さ
れ
た
模
擬
コ
ー
ス
で

ブ
レ
ー
キ
の
点
検
方
法
や
法
規

走
行
な
ど
を
学
び
、
指
導
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
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▽

地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力

シ
リ
ー
ズ

No.561

お鍋ひとつで簡単にでき、白菜がたっぷり食べら
れる和風グラタンです。

《材　料》　４人分

《作り方》

①白菜の白い部分は、削ぎ切り、葉はざく切りにす
る。里芋、ニンジンは薄切りにする。
②生鮭は一口大に切り、塩、こしょうをする。
③鍋に①を入れ②を置き、酒をふりかけ水１カップ
を入れて煮る。
④バターと小麦粉を混ぜておく。
⑤③が煮えたら、弱火にして牛乳を入れ、みそで味
をつけ④でとろみをつける。
⑥グラタン皿に入れチーズ、パセリ、パン粉をふり、
250℃のオーブンで焦げ目がつくまで焼く。

白菜 500ｇ
里芋 200ｇ
ニンジン 100ｇ
生鮭 ２切
ピザ用チーズ 80ｇ
パセリみじん切り 大２
パン粉 適量

塩、こしょう 少々
酒 大さじ２
水 １カップ
バター
小麦粉
牛乳 １カップ
白みそ 大さじ４

白菜のみそグラタン

「

認

知

症

を

知

る

」

No.

10

｝ 各大さじ２

毎
日
、
認
知
症
の
お
年
寄
り
を
介

護
し
て
い
る
家
族
は
、
介
護
の
方
法

に
悩
ん
だ
り
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
気
を
使
っ
た
り
す
る

な
ど
、
人
に
言
え
な
い
悩
み
や
苦
労

を
多
く
抱
え
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
ん
な
と
き
、
大
切
な
こ
と
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
介
護
を
し
て
い

る
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
協
力

し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

認
知
症
の
お
年
寄
り
を
支
え
る
こ

と
は
、
介
護
者
を
支
え
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

●
介
護
者
の
話
を
よ
く
聞
き
、
困
っ
た
と
き
は
い

つ
で
も
手
助
け
し
た
い
と
い
う
態
度
を
示
す
。

●
介
護
者
が
介
護
に
疲
れ
た
と
き
は
、
各
種
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
あ

げ
る
。

●
介
護
者
を
励
ま
す
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
介
護
者

が
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
す
す
め
る
。

「
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
認
知
症
老
人
の
理
解
と
接
し
方
」
山
口
県
作
成

さ
あ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
者
を
支
え
る
た
め
に

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

昨
年
の
麻
し
ん
の
大
流
行
を
２
度
と
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
国
は
平
成
24

年
度
ま
で
に
麻
し
ん
を
排
除
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
予
防
接
種
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
、
第
３
期
（
中
学

１
年
生
相
当
）
と
第
４
期
（
高
校
３
年
生
相
当
）
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

１
回
の
み
の
予
防
接
種
で
は
、
免
疫
を
獲
得
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
１
度
は
獲
得
し
た
も
の
の
、
昔
に
比
べ
麻
し
ん
患
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
然
感
染
に
よ
る
免
疫
増
強
効
果
を
得
づ
ら
い
た
め
、
発
症
の
予

防
に
は
不
十
分
な
免
疫
し
か
獲
得
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
２
回
目

の
予
防
接
種
を
受
け
な
い
で
い
る
と
、
感
染
力
が
非
常
に
強
い
麻
し
ん
が
流
行

し
た
時
に
本
人
が
感
染
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
周
囲
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
麻
し
ん
患
者
の
減
少
は
、
昭
和
51
年
か
ら

開
始
さ
れ
た
予
防
接
種
の
た
ま
も
の
で
す
。
社
会
的
な
流
行
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
対
象
と
な
る
人
は
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

現
在
、
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
の
接
種
対
象
者
は
、
満
１
歳
〜
２
歳
に
至

る
ま
で
の
間
に
あ
る
人
の
第
１
期
と
、
年
長
児
（
５
歳
〜
７
歳
未
満
）
の
第
２

期
が
あ
り
ま
す
。
第
２
期
の
接
種
期
間
は
今
月
末
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
未
接
種
の
人
は
早
急
に
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
第
３
期
・
第
４
期
の
対
象
者
に
は
、
４
月
以
降
に
個
別
通
知
い
た
し

ま
す
。

予
診
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
少
し
で
も
早
い
免
疫
の
獲
得
と
接
種

忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３
カ
月
間
に
接
種
を
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
Tel
（
５
６
）
７
１
４
１

○
対

象

者

第
３
期：

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

第
４
期：

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

○
接
種
期
間

該
当
年
齢
年
度
の
１
年
間
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

○
料
　
　
金

無
料

○
接
種
方
法

個
別
接
種
…
県
内
各
医
療
機
関
に
予
約
を
入
れ
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
を
実
施
し
な
い
医
療
機
関
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
物

予
防
接
種
予
診
票
（
白
茶
色
）、
母
子
健
康
手
帳

４
月
か
ら
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 154
「
安
全
・
安
心
」
の
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

平
生
町
消
費
者
問
題
協
議
会

平
生
町
消
費
者
問
題
協
議
会

は
、
今
年
で
29
年
目
を
迎
え
会
員

数
２
０
０
名
以
上
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

社
会
現
象
に
目
を
や
り
ま
す

と
、
①
多
発
す
る
食
品
や
再
生
紙

の
偽
装
表
示
②
進
む
地
球
温
暖
化

③
あ
ら
ゆ
る
世
代
を
ね
ら
っ
た
悪

徳
商
法
、
身
の
回
り
の
生
活
の
中

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
や
事

故
な
ど
、
私
た
ち
消
費
者
を
取
り

巻
く
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
状
況
の

中
で
、
ス
ー
パ
ー
で
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
地
産
地
消
（
グ
リ
ー
ン
Ｂ

Ｏ
Ｘ
の
発
送
、
こ
だ
わ
り
野
菜
の

認
証
、
焼
き
肉
の
た
れ
作
り
）
の

実
行
、
買
物
の
と
き
に
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参
や
待
機
電
力
な
ど
を
意
識

し
た
省
エ
ネ
の
実
行
、
消
費
者
被

害
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
学

習
会
の
開
催
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

の
見
学
、
ま
た
、
年
２
回
の
「
消

費
者
だ
よ
り
」
の
発
行
な
ど
、
消

費
者
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

月
１
回
の
役
員
会
で
は
、
地
域

で
あ
っ
た
悪
徳
商
法
の
紹
介
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
報
告
や
各
種

調
査
報
告
な
ど
、
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し
た
安
心

安
全
を
目
指
す
貴
重
な
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
環
境
問

題
を
意
識
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
工

作
、
裂
き
織
り
、
ぼ
か
し
作
り
、

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
な
ど
を
行
い
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
山
口
県
地
域
消
費
者
団

体
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
で
、
５

月
に
「
消
費
者
月
間
記
念
大
会
」、

10
月
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修
会
」、

２
月
に
「
消
費
者
力
向
上
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
れ
ら
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
て
、
一
人
一
人
が
消
費

者
の
立
場
に
立
っ
て
、
暮
ら
し
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対

し
て
じ
っ
く
り
考
え
行
動
す
る
機

会
を
得
て
い
ま
す
。

法
整
備
な
ど
に
関
し
て
は
、
平

成
16
年
に
「
消
費
者
基
本
法
」
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

「
消
費
者
の
権
利
」
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
12
年
に
は

「
成
年
後
見
制
度
」、
平
成
19
年
に

は
「
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
」
が

設
け
ら
れ
、
国
民
を
守
る
「
安

心
・
安
全
」
施
策
が
充
実
し
て
き

ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
先
輩
の

方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
大
切
な

活
動
を
守
り
な
が
ら
も
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
、
今
以
上
に
賢
い

消
費
者
を
目
指
し
、
活
動
を
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
健
康
で
明
る
い
住
み
よ
い

地
球
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

３月…17日月、20日（木/春分の日）、24日月、30日（日/月末整理日）、31日月
４月…７日月、14日月

《一般書》

《児童書》

そうか、もう君はいないのか

城山三郎　著

新・御宿かわせみ

平岩弓枝　著

あめだまをたべたライオン

和田　誠　絵

いたずらぎつね

中川李枝子　文

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

△高齢者向け消費者問題啓発講座（２月７日）

眞工金属株式会社平生工場（平生町曽根）より子どもの読書活動

へのご支援として、図書購入費10万円をご寄付いただきました。

平生図書館では、「ごきげんぶーた」「おまけのじかん」「体験取

材！世界の国ぐに」などの児童書53冊を購入させていただきました。

図書館玄関正面にコーナーを設けておりますので、ぜひご利用くだ

ご寄付ありがとうございました

おまけのじかんごきげんぶーた 体験取材！世界の国ぐに

さい。



山口県警察では、各警察署において猟銃などの所持者に対

して立ち入り検査や銃砲等一斉検査を通じて猟銃等所持不適

格者の発見・排除を推進しています。

【交通安全標語】

猟銃などに関する情報をお寄せください

余裕だよ　そんな油断が　事故のもと （平成19年「交通安全年間スローガン」）

平成20年３月号　広報ひらお 14

繁華街で呼び止められ、「絵を見ていかないか」と展示会へ

連れて行かれ、執拗に絵画の購入を勧められたので仕方なく契

約してしまいましたが、あまりにも高額なので解約したい。

契約書面を受け取ってから８日以内であればクーリング・オ

フ（無条件解約）ができます。

繁華街や駅で「アンケート」や「展示会」と称して呼び止め、喫

茶店や営業所に連れて行き、契約に応じない限り帰れない雰囲気に

して、高額な商品やサービスの契約を結ばせる販売方法はキャッチ

セールスと呼ばれています。

キャッチセールスの相談は、10～20代の若年者から多く寄せら

れ、絵画や化粧品、エステティックサービス、アクセサリーなどが

多く取り扱われています。また、電話などで「当選しました」など

と誘われたり、出会い系サイトなどで知り合った異性に、高額商品

などを勧誘されるアポイントメントセールスにも注意しましょう。

特定商取引法では「商品やサービスの販売などの勧誘をするとき

は、最初に勧誘目的であることを明示すること」を事業者に義務づ

けており、「一般の人々が自由に出入りしない場所（事業者の事務

所など）に誘い込んで消費者を勧誘する行為」を禁止しています。

「ちょっとだけなら」と軽い気持ちで出かけず、契約の意思がな

ければ、きっぱり断って、帰りたい事をはっきり伝えましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

展示会で高額な絵画を契約してしまった

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

あなたの周囲にこのような猟銃所持者はいませんか？

◇近隣などと頻繁にトラブルを起こす

◇暴力団事務所に出入りする

◇暴力団員と交友関係がある

◇酒癖が悪く、大声で怒鳴ったり、暴れたりする

上記のような人の情報や猟銃などの相談については、平生

警察署 Tel（５７）０１１０（生活安全相談窓口）やお近く

の交番・駐在所に連絡してください。

また、山口県警察本部県民総合相談室に設置された警察相

談専用電話 Tel♯９１１０でも受け付けています。

なお、緊急性がある通報は１１０番でお願いします。

みんなで　つくろう　安心やまぐち
～子ども・女性・高齢者を守ろう～
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春がきた　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 贈る言葉

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

４月９日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

４月９日水 ９：00～10：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

４月９日水 13：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

３月18日火、４月15日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

４月11日金 10：00～15：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所（旧 佐藤医院）

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

※熊南地域休日診療所は、平成19年11月末をもって

診療を終了しました。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：３月15日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310

「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

小児救急電話相談

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：うつ･引きこもり･アルコール問題･神経症･パ
ニック･不安などに関すること

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

一般不妊治療費助成制度の助成期間が延長されます
不妊治療を受けているご夫婦の経済的負担を軽減するため、不妊治療費の一部を助成しています。

●４月１日から、一般不妊治療費の助成期間が通算２年から５年に延長されます。

●年度内不妊治療費の助成申請は、毎年度３月31日までで締め切りとなっております。事情により申請

が間に合いそうにない場合は、お早めに平生町保健センターまたは柳井健康福祉センター【Tel（２２）

３６３１】へご相談ください。

■申請窓口および問合せ先 平生町保健センター　Tel（５６）７１４１
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。（町では、新たな財源確保のため、広報紙
など町保有の資産を広告媒体として有料で提供する広告掲載事業を本年度から実施しています。）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

●
募
集
職
種

《
大
学
卒
業
等
程
度
》

①
国
家
公
務
員
１
種
②
国
税
専
門
官

③
労
働
基
準
監
督
官
④
国
家
公
務
員

２
種
⑤
法
務
教
官

《
高
等
学
校
卒
業
程
度
》

⑥
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

●
受
験
資
格

①
昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②
③
④
⑤
昭

和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
⑥
昭
和
59
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
間
（
第
１
次
試
験
日
）

①
４
月
１
日
火
〜
８
日
火
（
５
月
４

日
日
）
②
③
⑤
４
月
１
日
火
〜
14
日

月
（
６
月
15
日
日
）
④
４
月
11
日
金

〜
22
日
火
（
６
月
22
日
日
）
⑥
４
月

１
日
火
〜
８
日
火
（
５
月
18
日
日
）

■
問
合
せ
先

人
事
院
中
国
事
務
局

Tel
０
８
２
（
２
２
８
）
１
１
８
３

国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

平
成
20
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・
乙

●
受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付
期
間
（
第
１
次
試
験
日
）

４
月
１
日
火
〜
10
日
木
（
５
月
18

日
日
）

■
問
合
せ
先

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用

試
験
事
務
室

Tel
０
８
２
（
４
２
４
）
５
６
１
６

海
技
免
状
更
新
講
習

●
日
時

３
月
28
日
金
（
海
技
士
は

５
日
前
ま
で
に
要
予
約
）

受
付：

午
後
５
時
20
分
〜

講
習：

午
後
６
時
〜

●
場
所

上
関
町
中
央
公
民
館

●
持
参
品

本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通
（
小
型

の
み
）、
海
技
免
状
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

認
印
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
cm
×

３
・
５
cm
／
正
面
・
無
帽
・
無
背
景

※
海
技
士
は
３
cm
×
３
cm
）

●
料
金

小
型：

７
５
０
０
円
（
小

型
失
効：
１
６
５
５
０
円
）
、
大

自
衛
官
募
集

◎
予
備
自
衛
官
補

●
受
験
資
格（
日
本
国
籍
を
有
す
る
）

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

平
成
20
年
度

電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

●
応
募
資
格
　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
が
あ
る
満
20
歳
以
上
で
次
の
活
動

を
行
う
こ
と
が
可
能
な
人
。
（
総
務

省
や
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験

の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
を
除
く
。）

●
活
動
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
年
２
回
予
定
）
、
モ
ニ
タ
ー
会
議

（
年
１
回
予
定
）
へ
の
出
席
（
別
途

出
席
を
お
願
い
す
る
人
）

●
委
嘱
期
間

平
成
20
年
６
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

●
募
集
人
員

中
国
地
方
１
０
０
名

●
応
募
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
（
郵
便
番
号
）
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
人

の
み
）
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
応

募
の
動
機
、
募
集
を
知
っ
た
媒
体
を

記
載
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

４
月
４
日
金
（
消
印
有
効
）

●
そ
の
他

謝
金
あ
り

・
技
能
公
募
　
18
歳
以
上
で
、
保
有

す
る
資
格
に
応
じ
て
53
〜
55
歳
未
満

●
受
付
期
限

４
月
14
日
月

◎
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
22
歳
以

上
26
歳
未
満
（
大
学
院
修
士
学
位
を

受
け
た
人
は
28
歳
未
満
）
、
も
し
く

は
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
卒
。

●
受
付
期
間

４
月
１
日
火
〜
５
月
12
日
月

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　
柳

井
地
域
事
務
所

Tel
（
２
２
）
８
１
９
９

■
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

中
国
総
合
通
信
局
　
情
報
通
信
部

電
気
通
信
事
業
課
（
〒
７
３
０-

８

７
９
５
　
広
島
市
中
区
東
白
島
町

19-

36
）

Tel
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
（
９
３
４
）
３
１
１
０

chugoku-m
onitor@

rbt.soum
u.go.jp

県
立
山
口
高
等
学
校
通
信
制
生
徒
募
集

●
募
集
定
員

普
通
科
３
６
０
人
、

衛
生
看
護
科
（
連
携
施
設
在
学
者
な

ど
に
限
る
）
40
人
、
科
目
履
修
生

（
特
に
制
限
な
し
）

●
出
願
願
書
受
付
期
間

３
月
24
日

月
〜
４
月
２
日
水
（
３
月
29
、
30
日
、

４
月
１
日
は
除
く
）
の
午
後
１
時
〜

２
時
　
※
出
願
手
続
き
で
登
校
し
た

日
に
面
接
と
作
文
の
検
査
を
実
施
。

■
問
合
せ
先

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
通
信
制

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
８
５
１
９

種
・
丙
種
）

●
日
時

６
月
15
日
日

●
場
所
　
県
内
各
市

●
受
験
資
格

甲
種
以
外
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す

●
受
付
期
間

４
月
14
日
月
〜
25
日
金

●
そ
の
他
　
柳
井
市
に
お
い
て
は
乙

種
第
４
類
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

■
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
　
消
防

本
部
予
防
課

Tel
（
２
３
）
７
７
７
４
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＜ 以下は広告欄です ＞

お
知
ら
せ

相
　
　
談

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

４
月
５
日
土

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販

会
社
・
銀
行
な
ど
へ
の
月
々
の
返
済

で
お
困
り
の
人
に
、
具
体
的
な
問
題

解
決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
の
紹

介
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

相
談
会
担
当

Tel
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

「
表
示
登
記
の
日
」
無
料
相
談

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

４
月
１
日
火
　
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

●
場
所

柳
井
文
化
福
祉
会
館
３
階

●
相
談
内
容

◇
土
地
　
分
筆
・
合
筆
・
地
目
変

更
・
土
地
の
面
積
な
ど
の
更
正
・
土

地
の
境
界
に
つ
い
て

◇
建
物
　
新
築
・
増
築
・
取
り
こ
わ

し
・
分
割
・
区
分
な
ど

●
相
談
員

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
合
せ
先

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

平
成
８
年
12
月
以
前
に

旧
姓
で
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
へ

年
金
記
録
も
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
と
り

わ
け
多
い
の
が
、
基
礎
年
金
番
号
導

入
前
に
旧
姓
で
年
金
制
度
に
加
入
し

た
場
合
で
す
。
基
礎
年
金
番
号
に
結

び
つ
か
な
い
年
金
記
録
の
中
に
は
、

結
婚
な
ど
に
よ
り
名
字
を
変
更
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
記
録
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
確
認
は
ご
自
宅
か

ら
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
ね
ん
き
ん

特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

◇
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

Tel
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を
有

す
る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た

め
の
制
度
で
す
。

●
掛
金
（
１
カ
月
１
人
分
）

１
型

４
５
０
円
、
２
型
９
０
０
円
、
３
型

１
５
０
０
円
、
４
型
２
０
０
０
円
、

高
齢
者
型
４
５
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

型
５
０
０
円

死
亡
、
障
害
、
入
院
、
住
宅
災
害

な
ど
の
事
態
に
対
し
て
も
セ
ッ
ト
で

保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
、
出
産
、
銀

婚
、
小
・
中
・
高
校
入
学
祝
に
も
給

付
し
ま
す
。
な
お
、
事
業
所
が
従
業

員
の
た
め
に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ

た
場
合
は
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

平
生
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
町
役

場
経
済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

平
生
町
育
英
基
金
の
ご
案
内

平
成
20
年
度
の
平
生
町
育
英
基
金

の
申
込
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

●
貸
付
対
象
者

平
生
町
内
の
人
で

・
高
校
、
大
学
（
短
大
を
含
む
）
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
の
生

徒
・
学
生

・
学
費
の
支
出
が
困
難
な
人
（
家
族

の
所
得
お
よ
び
構
成
が
基
準
）

・
人
物
、
学
業
と
も
に
優
れ
た
人

・
日
本
学
生
支
援
機
構
（
日
本
育
英

会
）
、
山
口
県
ひ
と
づ
く
り
財
団

奨
学
セ
ン
タ
ー（
山
口
県
奨
学
会
）

な
ど
の
貸
付
を
受
け
な
い
人

●
貸
付
金
額

高
校：

月
額
１
２
０
０
０
円

大
学：

月
額
４
０
０
０
０
円

●
募
集
期
間

４
月
１
日
火
〜
11
日
金

●
提
出
書
類

申
込
書
、
推
薦
書
（
平
生
町
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
の
様
式
）
、
成

績
証
明
書
、
戸
籍
謄
本

●
そ
の
他

現
在
、在
学
中
の
生
徒
、

学
生
も
対
象
に
な
り
ま
す

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

型：

８
４
０
０
円
　
※
送
料：

小
型

３
０
０
円
、
そ
の
他
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

社
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会
（
中

国
海
技
学
院
）

Tel
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

古
い
電
話
帳
の
回
収
に
ご
協
力
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
新
し
い
電
話
帳
を

お
届
け
す
る
際
に
古
い
電
話
帳
を
回

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
新
し

い
電
話
帳
の
原
材
料
と
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

３
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
た
際
、
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
帳
の
広
告
料
金
請
求
書
に
ご

注
意
を

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
や
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
告
の
切
り
抜

き
を
添
付
し
た
郵
便
局
・
銀
行
の
振

込
用
紙
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
発

行
し
て
い
る
電
話
帳
の
広
告
料
金
請

求
書
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

２
０
０
９
年
１
月
に

上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化

・
株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社

の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権

利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の

口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

・
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な

っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ

り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化

の
実
施
前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要

で
す
。

■
問
合
せ
先

日
本
証
券
業
協
会

証
券
決
済
制

度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー
　

Tel
０
３
（
３
６
６
７
）
４
５
０
０

Tel
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９
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《３月16日～４月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校　村上仁美平生中学校　宮村詩織

「のびゆくまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

受け継ごう
平生の文化と伝統を

育てよう
未来を担う若い力を


